
令和６年度 第１回海老名市下水道運営審議会会議結果 

開催日時等 
令和６年６月２７日（木）１４：００～１５：２０

市役所３階 政策審議室 

出席委員 

◎会長 

〇副会長 

◎氏家 康太  〇山岸 和人  田川 祐介  難波 光子  長野 雄治 

町田 臣正   阿久津 三男 近藤 正   木内 克己 

委員１０名中９名出席

事務局 

理事（都市・建設担当）            松本 潤朗 

まちづくり部次長（建設担当）         佐藤 秀之 

まちづくり部次長（都市担当）         高橋 学 

まちづくり部参事（下水道会計担当）      石黒 貴博 

下水道課長                  川崎 宗一 

下水道課管路施設担当課長           稲子 幹人 

下水道課主幹兼業務係長            澤田 真理 

経営係長                   中嶋 純一 

経営係主査                  大乘 文哉 

経営係主任主事                 原  沙織 

公開の可否 公開 傍聴者数 ０名 

議事結果 

１ 議題 

（１）会長及び副会長の選任 

・委員からの推薦により、会長を氏家委員、副会長を山岸委員に決定した。 

（２）海老名市下水道事業の概要について 

・海老名市の下水道事業について、その役割や海老名市における下水道事業の

あゆみ、今後の課題等の説明を【資料１】を基に事務局より行った。 

【質問】 

・下水道使用料は水道との連動で金額が決まると説明があったが、節水型のト

イレなどが普及している状況で今後さらに収入が減ると懸念している。その

辺はどう考えているか。 

【回答】 

・トイレを含めて節水機器の普及というのは非常に進んでいる。説明で人口は

増加していると話したが、人口増加に比例しての下水道使用料収入の増加は

ない状況。今後も人口は増える見込みだが、人口増加ほど排水量は増えないと

見込んでいる。 

【質問】 

・マンホールについて、東日本の地震の時に白石に行ったがマンホールが 1ｍ

ぐらい浮き上がってしまっていた。資料にある可とう性継ぎ手ではどの程度

の浮き沈みに対応できるか。 



【回答】 

・液状化しやすい場所では当然浮き上がりやすくなる。可とう性継ぎ手を設置

すると、通常数十センチ程度であれば、管路の方の流下は確保できる。 

（３）令和５年度決算（経営）状況報告について 

・令和５年度の海老名市公共下水道事業会計における決算状況の説明を、【資

料２】を基に事務局より行った。 

【質問】なし 

（４）海老名市公共下水道事業経営戦略改定（案）について 

・海老名市公共下水道事業経営戦略（案）について、【資料３】、海老名市公共

下水道事業経営戦略概要（案）、海老名市公共下水道事業経営戦略（案）を基

に事務局より説明を行った。 

【意見】 

・事前送付の資料を確認した。各経営指標は類似団体と比較して良好である

一方で下水道使用料はそんなに高く設定されてないことから地形的に効率的

に汚水処理できているのが一つの理由だと思う。 

先ほどの説明では人口減少はまだしないということだが、昨今の景気動向

や物価上昇で人件費、材料単価などかなり上昇し、10年後になると人口も減

ることになり、老朽化する管路も急激に増加するというのが見えている。 

経営戦略のローリングを次回は令和 10年度にやっていくということだが、

10 年以上先の市民のことを考えて、毎年度その投資財政計画をきめ細やかに

確認し、しっかり運営していくのが今やるべきことと思っている。様々なと

ころが良好だが、先々を考えると課題もあると見ている。 

２ その他 

  ・下水道条例の一部改正についての改正内容の報告を行った。 

  以上


